
当たり前をじっくり考え直すこと、学び直すこと。
私たち＝現生人類の本性に立ち返り、建築の思考をいきいきと語る。
相似の海としての「建物」の広がりから、「建築」はいかに世界と未来の幻視を立ち上げるか───。

・いま建築を考える上での基本を、講義形式でわかりやすく語る入門書！
・より広く、発展的に学ぶための分野横断的な文献案内も充実。
・豊富な図版と脚注を掲載することで、より深い理解を促す。
・初学者から大学院生まで幅広い層に開かれたオリジナルな建築論！

ヨコとタテの建築論
モダン・ヒューマンとしての私たちと建築をめぐる10講 
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第 部　ヨコとタテ
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第 講　互換と累進
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1
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私
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た
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に
、
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と
鉱
物
と
炭
﹈
を
、
集
合

﹇
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イ
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ン
の
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れ
﹈
に
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デヴィッド・ルイス＝ウィリアムズ『洞窟のなかの心』（港千尋訳、講談社、2012年）

［図1］「雄牛の広間」（ラスコー洞窟）

各講冒頭には「基本文献」を掲載。
図版と脚注によりより深い理解を促す。

巻末には、本文中の印象的な文言を抜粋した
「抜き書きノート」を収載。
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そういう捻じれた役割が建築には与えら
れてきたのではないでしょうか。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◎ は を求めるが、 を決める条件を十
全には与えてくれず、 によってこそ を
喚起させなければならない。そういう揺
らぎというか、決定不可能性のもとで、
それでもその を決めるのが建築家です。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◎円柱が建物の全体に、この私を分有せ
よと命令（オーダー）を与えるのです。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◎つまり建築とは（…）美しい建築物を
大地に据えることによって、世界の秩序
とはこれだ、（…）と人々に宣言するもの
なのですね。 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◎これによって構築は、技術や労働とい
った事柄を超えて、世界への哲学、私た
ちを取り巻くこの世界がどのように制作
され、どれほど完ぺきなのかを体現する
技芸となったわけです。・・・・・・・・・・・・・・・

◎比例という見方は、この世界を、大き
さという即物的レベルと、大きさどうし
の比という関係的レベルとに階層化する
働き（効果）を持ちます。・・・・・・・・・・・・・・・

◎それはギリシア的には違反ですが、し
かし効果的な違反であり、つまり修辞学
的にはすぐれています。・・・・・・・・・・・・・・・

◎数は、建築が建築であるための基礎で
あり奥義なのです。 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◎類型論と組織論はいつもタッグを組む
のです。 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◎建物類型論は、カタチこそが極端な開

発への抵抗、つまり都市のねばりになり
うるんだというイタリア的な信念です。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◎都市型建物の類型なんて無数にありそ
うで、じつはそうでもないのです。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◎整理すると、ティシュー（組織）→オル
ガン（器官）→コルプス（身体）は、フォ
ーム（形態）→ファンクション（機能）→
パーソナリティ（人格）に関わっているら
しい。 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◎じつは建物という細胞たちの集まって
いるその下には、あの不気味なヤツが潜
んでいるのです。 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◎建築家はその内に住み、ときどき必要
に応じて文書を取り出し、読み込み、注
釈を書き込んで元の位置に戻す、そうい
うアーキビストなのかもしれません。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◎単なる事物＝事実でありながら、確た
る手触りのないもの。それが都市であり、
歴史です。 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◎かつてヒトの工作は、地球が与えてく
れる材料の並べ替えであって、ヒトの技
術もそれら材料の制約の下で、工作はそ
の豊かな世界を開いてきたのです。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◎基本類型はたったのふたつ！　そして、
囲いと覆いという建築の領域論的な類型
もこれに対応してしまう。すばらしい！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◎建物のカタチは一気にまるごと変わり
はしません。むしろ変化する部分は建物

◎こうしたあなたの素早い往復運動の繰
り返しが、主人の身体と連携して「絵」
を生み出している。なかなかに曲芸的で
す。 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◎トリの絵は「超越的なもの」に関わり、
ヒトの絵は「超越論的なもの」に関わり
ます。 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◎それ以前に気の遠くなるような旧い時
代があったのだというニュアンスを含み
つつ、私たちの時代はたかだか、という
ようにモダンという言葉は使われる。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◎時間の尺度を短くも長くもできるよう
なレンズをはめたメガネがあれば、私た
ちは自分たちを多義的に捉え直せる。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◎このどうということのないプロセスこ
そが悪魔的でもある。なぜならつくる契
機は不断に生み出されてしまうからです。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◎洞窟から超高層へと進んできた建築の
歴史は、まさにモダン・ヒューマンの累
進性のドキュメントと言うことができま
す。 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◎アナロジーを基礎とする認知能力によ
って、私たちは（…）世界に次々に手を
加えて組み替え、それらを知識として次
世代に継承してしまう。・・・・・・・・・・・・・・・

◎モダン・ヒューマンは（…）世界の中

に自らがあることの居心地の悪さを引き
受けつつ、また振り払うように、建築を
つくってきました。 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◎「相似＝海」は水平的、「類似＝君主
制」は垂直的です。 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◎ここで考えたいのは、絵というものは
それ自身だけで自らの母型（君主）を確定
できるのか、という問題です。・・・・・・

◎私たちの日常的なコミュニケーション
から芸術表現に至るまで、じつは背後で
コトバとイメージが協力しているんです。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◎コトバによる「排除（他ならぬそれだ！）」
を起点に、「類似（似ている）」による表象
を組み立て、交差させ、この図式を「修
辞（ふさわしい）」で豊かに支えていく組立
てがこうして理解されます。・・・・・・・・・

◎この相似の海を引き受け、その一部で
ありながら、強い幻、もうひとつの世界
を打ち立てること。 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◎これこそはあなたがたの大切にしてい
る理想の姿なのだというものを、建築は
現実の相似の風景の中に何とかしてつく
り出そうとする。 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◎建築は実在の何かに似せることが難し
い。しかし、だからこそギリシアの神々
からドイツ国民共同体に至るまで、カタ
チをもたない何か、つまり共同の幻想を
地上に再現する役割を担うことができる、

抜 き 書 き ノ ー ト ［作＝編集部］

「建築家は家屋の海原の中にたとえば
聖堂をつくる。ヨコのひろがりの内に、
タテの力が働く場をつくり出そうとするのです。」

「デザインされるべきカタチに対して、
それが適合し、帰属しなければならない
あらゆる条件がコンテクストです。」


